



The Potential for Conversion to the “Sustainable Business”




This paper examines potential and limits of the framework of Sustainable Value Portfolio suggested by 
Hart. Given his perspective, the SVP framework puts forward management procedures and processes 
for converting corporations into sustainable businesses according to the business principles. At the 
core of the framework is the style of business on the Bottom of Pyramid that oriented on socially 
responsible businesses.
　The SVP framework provides principles for successfully starting and operating a BoP business, 
referring to the law of disruptive innovation or “the innovator’s dilemma”. However, the SVP 
framework does not directly guide the quality or orientation of the BoP business.























ンスという 2 層の諸課題の接合から編成されている。この 2 層の性質の異なる諸課題の接合
の論理が企業経営と持続可能性問題とのかかわりの蓋然性を把握する基礎となる。




的に展開することに基づいている。SVP における資源配分や事業展開のパスを SVP のマネ
ジメント論理と捉え，それらがどのように破壊的イノベーションの法則やその戦略展開と関





















































































































































































































間所得が 1500 ドルから 3000 ドル未満の貧困者層を意味し，その市場規模は，諸説はあるが，

































































態も多種多様で，分散的である（国連開発計画編 2010; 小林他 2011 参照）。単一の巨大無消費
市場を対象として事業展開を行えるわけではない。






















の変革を伴うので，BOP 市場への参入もしくは BOP ビジネスへの取り組みがエコ･イノベー
ションの一環に包含されるのである。
　また Hart（2007,p.19, p.219）は多国籍企業にとっての従来の市場とは異質で BOP ビジネス
を成功させるために，ラディカル･トランズアクティブネスやネイティブ力という考えに基




























































































































































































































































































　図 3 のセル 1 と 2 の関係は持続的技術･イノベーションの構図に該当する。そしてセル 3



























BOP プロトコルは持続的技術の多国籍企業にとって未知の BOP という市場特性を理解する
ための学習法そのものと言える。それは未知の市場を理解し，知識を蓄積することを重視し
て，試行錯誤や失敗を許容する。それは BOP をエコ･イノベーションを実現させるだけでは





ればならない。BOP を開発する BOP ビジネスの成功こそが，サステナブル･バリューとい
う構想の実現可能性を大きく左右する。この点が破壊的イノベーションの法則を活用した








　しかし SVP において BOP は諸刃の剣でもあることに留意しなければならない。Hart（2007）




























BOP ビジネス第一世代 BOP ビジネス第二世代







BOP ビジネス戦略 低コスト生産 能力開発
流通システム整備と拡張 脱漸進的な飛躍的解決策の創出




























































　本稿は SVP のマネジメント論理を破壊的イノベーションの法則から説明し，SVP 構想が
目指す株式会社企業の行動原理に則った形での「持続可能な企業」への転換可能性を検討
してきた。SVP は伝統的な巨大多国籍企業の成長と持続可能性問題への寄与を接合させる












る。しかし BOP ビジネスのスタイルは SVP マネジメントの論理とは別次元の問題であり，
SVP の機能化に欠かせない，BOP ビジネスの展開様式は SVP のマネジメント論理によって
直接的には指導されない，ということを本稿は批判した。
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